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１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 機械設計は、製作する機械に要求される機能を満たすため、使用する材料や実際に使用した際の耐久

性、製作コスト、作りやすさなども考える教科です。 

 ３年生では、２年生で学習した機械に働く力や材料の強さ、寸法の決め方を応用し、実際の機械に使

用されている機械の機構や歯車、カムなどの勉強をします。 

 機械の設計に関する諸問題を解決できる能力を主体的に学習しましょう。 

 

２．学習の到達目標 

１．「機械」の概念を理解させ、設計するための基礎となる力学・材料力学・機構学の基礎的な事項を理

解する。 

２．簡単な設計・計算の方法を学習し、実際に、器具、機械などを創造的、合理的に設計する能力と態

度を養う。 

３．重要語の英語を理解し、国際化へ対応しつつ主体的に生きる力を身に付ける。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

機械設計に関する諸事

情について関心を持

ち、その改善・向上を

目指して意欲的に取り

組むとともに、社会の

発展を図るための創造

的・実践的な態度を身

に付ける。 

機械設計に関する諸問

題の解決を目指して、

基礎的な知識と技術を

活用し、適切に判断し、

創意工夫する能力を身

に付けるとともに、そ

の成果を的確に表現す

る。 

機械設計の各分野に関

する基礎的な知識と技

術を身に付け、安全や

環境に配慮して機械を

合理的に設計し、材料

を適切に選択すること

ができる。 

機械設計に関する基礎

的な知識を身に付け、

社会環境に適した工業

の発展・調和のあり方

を踏まえた機械設計の

意義や役割を理解す

る。 

評
価
方
法 

授業準備状況 

学習状況の観察 

ノート 

 

 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

ノート 

学習プリント 

 

定期考査 

ノート 

学習プリント 

定期考査 

ノート 

学習プリント 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学期毎に 5 段階の評価し学年末にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

 

 

第

６

章 

 

リ

ン

ク

と

カ

ム 

 

 

 

１．機械の運動  

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a． 機械の運動の種類と特徴を

把握し、その動き方を意欲的

に探求しようとする態度を

身につけている。 

b． 機械の運動が全体として複

雑な動きであっても、各部分

の動きを実際の機械での応

用例として探せる。 

c． 機械の各部分の運動を分類

できる。 

d． 機械の各部分の動きを機構

学の考え方を身に付けてい

る。 

 

 

授業準備 

状況 

 

 

学習状況の

観察 

 

 

定期考査 

 

 

発問に対す

る回答 

 

 

ノート 

 

 

学習プリン

ト 

２．リンク機構 

・リンク機構の種類と特

徴を把握する。 

・リンク機構の応用例。 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

３．カム機構と間欠運

動機構 

・各種のカム装置や間欠

運動機構の種類と特

徴、応用例の学習。 

・カム線図から板カム輪

郭の作図。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

２
学
期 

 

 

 

第

７

章  

 

 

歯 

 

 

車 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．回転運動の伝達 

 

○   ○ a． 回転運動の伝達方法として

用いられる歯車の種類と特

徴を把握し、動力を伝達する

際に注意する事柄から簡単

な平歯車の設計ができる。 

b． 歯車各部の名称、歯形曲線、

歯のかみあいなどについて

理解し、歯に働く力から歯の

強さが計算でき、歯車各部の

寸法を表現できる。 

c． 歯車の設計に必要な計算が

でき、それを応用した伝達装

置の歯車列の速度伝達比な

どが計算できる。 

d． 歯車各部の名称、モジュール

の考え方、速度伝達比等歯車

伝達装置の必要な知識を身

に付けている。 

２．平歯車の基礎 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

３．平歯車の設計 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

４．その他の歯車 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

５．歯車伝達装置  

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 



３
学
期 

 

第 

８ 

章 

 

巻

掛

け 

伝

動

装

置 

 

 

 

 

１．ベルトによる 

伝動装置 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

  

 

○ 

a． 動力を伝達する２軸間が比

較的大きい場合の伝達方式

の種類と特徴を把握できて

いる。 

b． ベルト伝動の特徴の種類と

適切なベルトの選択、使用場

所を表現できる。 

c． ベルト伝動による速度伝達

比、ベルトの張力などを計算

でき、その値から適切な V

ベルト、V プーリを規格から

適切に選択できる。 

d． ベルト伝動による速度伝達、

動力伝達等の設計方法を理

解し、基本的な知識を身に付

けている。 

 

授業準備 

状況 

 

学習状況の

観察 

 

定期考査 

 

発問に対す

る回答 

 

ノート 

 

学習プリン

ト 

 

第

12

章  

 

器

具 

・ 

機

械 

の 

設

計 

12 章 器具・機械の設計 

１．設計の要点 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a． これまでに学んだ機械設計

の基本を踏まえ設計する機

械に求められている機能な

どの条件を満足する製品を

考えようとする意欲がある。 

b． 設計の構想段階から、第２学

年の実習 Bで学習した CAD

システムを利用した設計が

できている。 

c． 個々に学習してきた材料力

学、機構学、機械要素の設

計・選択方法などを総合的に

応用しながらCADシステム

を用いて効率よく設計でき、

製作図として考えるこうと

ができる。 

d． 機械設計に必要な知識技術

を駆使して与えられた条件

を安全・確実に満たす製品を

設計する能力を身に付けて

いる。 

 

授業準備 

状況 

 

学習状況の

観察 

 

定期考査 

 

発問に対す

る回答 

 

ノート 

 

学習プリン

ト 

２．コンピュータの 

援用による設計 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

３．器具の設計例 

 

 

 

○ ○  

 

○ 

４．機械の設計例 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ 

 


